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豊田PCB廃棄物処理事業だより（№214）

１．令和４年「年賀式」を開催
１月４日（火）に、令和４年年賀式を開催しました。

今年も新型コロナ対策として２回に分けて実施し、ＪＥＳＣＯ及び運転会社の社員約７０名が
出席しました。
青木所長からは　社長メッセージとして、「これまでの経験を糧に、ステージの変わり目として
新たな業務にも取り組んでいく。ＰＣＢ廃棄物の期限内処理に向け、各部署部門が連携し
取りこぼしなく役割を全うする。施設の解体撤去は準備体制を構築して、確実な見通しにつ
なげていく。新型コロナ対応は、危機感を忘れず基本的な感染防止対策を堅持する。」　と
の紹介があり、また、豊田事業所長として「自分と相手の両者を尊重した自己表現。より良い
人間関係を構築するためのアサーティブなコミュニケーションを心がけていきたい。難しい
が、バランスが大事、無理せず少しずつ取り組んでほしい。そして、今年もやるべきことをしっ
かりやり、安全第一、ゼロ災で行こう。」との訓
示がありました。

運転会社の田中社長からは、「日々の安全
操業に加え、運転会社として運転業務の経
験と技能の蓄積を生かし、施設の解体撤去
に関する業務にも取り組んでいきたい。」等
の訓示がありました。

２．普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使用）を実施
豊田事業所では、万が一に備え３階と５階にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置しています。
いざという時に、誰もが迅速かつ適切な救命行為とＡＥＤ操作ができるように、ＪＥＳＣＯと
運転会社の社員は２年に一度救命講習を受講しています。

１月に４回に分けて、豊田市南消防署西分署から
講師２名を招き、延べ５０名が普通救命講習を受
講しました。
講習の内容は、①心肺蘇生法、傷病者の反応確
認、１１９番通報、胸骨圧迫（心臓マッサージ）等、 
②心肺蘇生法を行いながらＡＥＤを使用する実技
訓練を実施しました。
新型コロナ対応として人工呼吸は行わず、胸骨圧
迫を一人１００回行いました。また、講師や受講者は
距離を取って、三密防止を図りながら実習しました。
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３．豊田ＰＣＢ処理事業部会について
１月２１日（金）に令和３年度第２回「ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業検討委員会豊田Ｐ
ＣＢ処理事業部会」を開催しました。
この部会は、４名の学識経験者で構成され、処理にかかる安全性及び確実性の評価等を
審議しており、環境省、愛知県及び豊田市もオブザーバーとしてご参加いただいています。

当事業所から、令和３年１２月末時点におけるＰＣＢ廃棄物の処理状況、環境モニタリング
状況、ＰＣＢ廃棄物処理計画、解体撤去、内部技術評価（監査）の結果等についてご報告い
たしました。
ＰＣＢ廃棄物の処理状況については、保管事業者の皆様から当社に登録していただいた
物のうち、ＰＣＢ油を含む変圧器やコンデンサーは９８％以上を、廃ＰＣＢ油は重量で９７％
以上処理を完了しており、ＰＣＢ廃棄物の入っていた保管容器も８４％近く処理を完了してい
ることを報告しました。

環境モニタリングについても良好な測定結果である
ことを報告し、ＰＣＢ廃棄物処理計画では、令和３年
度末までにさらに処理が進むことを見込んでいると
報告しました。
また、ＰＣＢ廃棄物処理施設の解体撤去にあたって
の基本方針について説明しました。

委員の方々からは、当事業所のＰＣＢ廃棄物処理が
一層進んでいるとの評価をいただきました。

ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ　第４６回
今回は、豊田事業所が行っている環境モニタリングについてご紹介します。
環境モニタリングは、排出源モニタリングと周辺環境モニタリングを実施しています。うち、排
出源モニタリングは、排気、排水、騒音、振動、悪臭を測定し、管理目標値は豊田市との協
定値としています。排気、排水中のＰＣＢとダイオキシン類（DXNｓ）ついては、年４回測定して
おり、直近時（令和３年１０月秋期モニタリング）の結果は以下のとおり、良好な結果となって
います。なお、周辺環境モニタリングを含め年度毎の結果については、ＪＥＳＣＯホームペー
ジ豊田事業所の運転状況・報告でもご確認いただけます。

令和３年１０月のモニタリング結果

排水サンプリング
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